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呼 吸器感染症に対す るTMS-19-Qの 臨床 的検 討

二 瓶 倫 子 ・武 田 博 明 ・河 野 浩 太 ・小 林 宏 行

杏林大学第一内科呼吸器研究室

呼吸器感染症7例(肺 炎2例,マ イコプラズマ肺炎1例,気 管支肺炎1例,急 性気管支炎1例,

慢性気管支炎急性増悪2例)に 対 して,TMS-19-Q・GC錠 を投与し臨床的効果について検討した。

投与方法は1回200mg,1日3回,経 口投与とした。その結果,有 効5例,無 効2例,有 効率

71.4%で あった。

本剤投与による副作用は認められず,臨 床検査値異常を示 したものもみられなかった。

以上 より,TMS-19-Q・GC錠 は,特 に重篤な副作用もなく,そ の抗菌力を考慮 した上で対象疾患

を選択すれば,呼 吸器感染症の治療に有用な薬剤と考えられた。

TMS-19-Q・GC錠 は新しく開発された16員 環マク獄

ライ ド系の抗生物質製剤である。従来のマク陰ライ ド系

抗生物質に比ぺ,グ ラム陽性菌,マ イコプラズマ,嫌 気

性菌に強い抗菌力が示されている1)。 また一方,一 般的

にこの種の抗生剤は肺内濃度が高く,呼 吸器感染症にお

ける有用性が推されている。

そこで今回,我 々は本剤の呼吸器感染症に対する臨床

的効果について検討したので報告する。

1.対 象 と 方 法

肺炎2例,マ イコプラズマ肺炎1例,急 性気管支肺炎

1例,急 性気管支炎1例,慢 性気管支炎急性増悪2例 を

対象とし,本 剤1回200mgで1日3回,毎 食前に経口

投与を行なった。投与期間は5日 ～11日 間(平 均7.4日)

総投与量3.0～6,69(平 均4.59)で あった。

成績の判定は,原 則として本剤使用前後に臨床症状,

喀疾細菌検査,胸 部X線 像,末 梢血所見をみ ることと

し,最 終的に本剤投与終了後に著効(++),有 効(+),

やや有効(+),無 効(-)の4段 階で臨床効果の判定を

行なった。

II.成 績

1.症 例の背景分析(Table 1)

外来患者における軽症の呼吸器感染症を対象とし,そ

のうち急性呼吸器感染症 としての肺炎2例,マ イコプラ

ズマ肺炎1例,急 性気管支肺炎1例 ,急 性気管支炎1例

と,慢 性呼吸器感染症 としての慢性気管支炎急性増悪2

例である。

2.起 炎菌(Table 1)

ほ とんどがnorma1 floraで あ り,起 炎菌を推定 で き

なか ったが,慢 性気管支炎にみられたインフルエンザ桿

菌に対 して,本 剤は菌の有意減少がみられなかった。

3.臨 床症状,所 見の変化(Table 1)

効果 判定は,臨 床症状と胸部X線 像と血沈値,白 血球

数,CRPの 変化をもとにして行なった。

喀痰量は1日50ml以 上を(+++),50～10mlを(++)

10ml以 下 を(+)と した。胸部X線 像は1が その90%

以上消失,IIを 有意改善 とみ とめ るが1に 満たないも

の,IIIを 有意変化のないもの,IVを 悪化とした。

1)有 効例についての検討

症例1来 院前日より発熱,咳,痰 が出現し胸部X線

像や炎症所見より急性気管支肺炎と診断され本剤を投与

した。3日 目に平熱化し胸部X線 像の消失,炎 症所見の

改善をみたため有効 と判定 した。起炎菌は不明である。

症例2来 院3日 前より,咳,痰 が出現し,発 熱もみ

られるようにな り,急 性気管支炎と診断され本剤投与と

なる。起炎菌は不明であったが,3目 目より平熱化し臨

床症状の改善をみたため有効と判定 した。

症例3来 院3日 前より咳,痰 があり前日より発熟出

現のため来院。胸部X線 像 より肺炎と診断,喀 痰より起

炎菌を検出 しえなかったが本剤使用 し5日 目より平熱化

し,喀 痰も8日 目には消失し,炎 症所見も改善をみたた

め有効と判定した。

症例4来 院2日 前より咳,痰 が出現し翌日には発熱

も認めるようにな り来院した。胸部X線 像より肺炎と診

断したが起炎菌は検出しえなかった。本剤使用により4

日 目には平熱化し胸部X線 像 も消失 し,炎 症所見も改善

をみたため有効と判定した。

症例5来 院1週 間前より咳,痰,微 熱が出現してお

り,胸 部X線 像にて肺炎様陰影を呈 し,マ イコプラズマ

抗体において128倍 と上昇をみたためマイコプラズマ肺

炎と診断した。本剤投与により,5日 目には平熱化し,

臨床症状,炎 症所見とも改善をみたため有効 と判定し

た。

2)無 効例の検討

症例65年 来 より咳,痰 が持続 していたが,今 回3
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Table 2 Clinical effect of TNIS-19-Q•EGC tab.

日前より発熱 と咳の増加をみ,喀 疾よりインフルエソザ

桿菌を検出した。慢性気管支炎の急性増悪と診断し本剤

を投与したが,臨 床症状,炎 症所見とも改善をみず無効

と判定した。以後Cefotaxime(CTX)の 点滴静注をし

改善をみた。

症例7咳,痰,1か 月来持続 している慢性気管支炎

で一時Ampicillin(ABPC)に て軽快する も再燃 した

ため本剤使用としたが,臨 床症状,炎 症所見とも改善せ

ず無効と判定 した。起炎菌は検出 できなか った。以後

Cefotiam(CTM)の 点滴静注をし改善をみた。

4.総 合臨床効果(Table 2)

以上 より,起 炎菌不明であったが,肺 炎,急 性気管支

肺炎,急 性気管支炎とマイコプラズマ肺炎に対 して全例

に有効であったが,慢 性気管支炎急性増悪2例 に対 して

は無効であり有効率は71.4%で あ った。すなわち軽症

の急性呼吸器感染症には本剤投与は有効であった。

5.副 作用

本剤投与により臨床症状においても,検 査所見におい

ても特記すべき異常はみられなかった。

III.考 察

マクロライ ド系抗生物質は,血 中濃度は一般に低値で

あるが,組 織への移行性が良く,特 に呼吸器,肝,胆 道,

腸管および口腔隣接組織への移行性が良く,特 に肺への

移行性は,血 中濃度の数倍に達するとされており,呼 吸

器感染症に対 して有効な薬物である2)。また抗菌作用は,

グラム陽性菌に優れた抗菌力を有 しこの他には,陰 性球

菌,嫌 気性菌にも作用する。 しか しグラム陰性桿菌に対

しては抗菌力を示さないとされている。

一般に呼吸器感染症における外来にて治療できる軽症

の肺炎の起炎菌は,肺 炎球菌,ブ ドウ球菌,イ ンフルェ

ンザ桿菌,マ イコプラズマなどがあげられており,こ の

ことからマクロライ ド系抗生物質は臓器移行性の点より

呼吸器感染症が適応とな り,特 に基礎疾患を有しない軽

症の肺炎に有効な薬剤であるといえよう。

以上より呼吸器感染症の治験を試みたが,TMS-19-Q

は従来のマクロライ ド系抗生物質に比べてグラム陽性

菌,マ イコプラズマ,嫌 気性菌に強い抗菌力を示し,ま

た レジオネラやキャンピロパ クターにも感受性を示し,

またTMS-19-Q・GC錠 は消化管からの吸収の安定化の

ために製剤学的な改良が加えられている。

治験の結果,急 性呼吸器感染症には有効であり,菌 検

索にては起炎菌が同定できなかったが,そ の大部分がグ

ラム陽性菌を起炎菌 とすることが多いことより,本 剤は

軽症の急性呼吸器感染症に対 してかなり期待される薬剤

であろう。

しかしながら慢性気管支炎の急性増悪時のように,そ

の起炎菌がグラム陰性桿菌と考える例には無効であっ

た。

本剤は,副 作用の点からも重篤な作用を認めず,使 用

しやすい薬剤といえよう。
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CLINICAL EVALUATION OF TMS-19-Q IN THE FIELD

OF RESPIRATORY TRACT INFECTIONS
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and HIROYUKI KOBAYASHI
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The effect of TMS-19-Q was clinically evaluated in 7 cases with lower respiratory tract infections

(pneumonia 2 cases, mycoplasma pneumonia 1 case, acute bronchopneumonia 1 case, acute bronchitis
1 case, chronic bronchitis 2 cases). TMS-19-Q was administered 200mg three times a day with p. o..

The result of good clinical response were observed in 5 cases. The effective rate in total was 71. 4

%.
Side effects were not observed.
From the results, it was considered that TMS-19-Q would be expected to be useful for the treat-

ment of out patients with respiratory tract infection.


